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　日本学術振興会耐熱金属材料第 123 委員会主催，
日本金属学会共催で，2012 年 5 月 27 日～ 31 日に，
京都市にて，第 12 回工業材料と構造物のクリープ
と破壊国際会議（Creep 2012）を開催した。この
会議の学術的内容は，次ページに増山氏が紹介して
いる。ここでは，東日本大震災，特に福島原子力発
電所事故が会議運営にどう影響したかを紹介する。
　この会議は当初，2011 年 5 月末に予定されてい
た。1 月末に論文発表申込が，2 月末に発表者の参
加費払込期限が終り，会議の準備が進んだところ
で，2011 年 3 月 11 日の東日本大震災と原発事故
を迎えた。2011 年 3 月時点での当会議参加予定者
のうち，90 名 (60％ ) は欧州からの人々であった
が，彼らは 25 年前のチェルノブイリ原発事故の影
響を，遠く離れた自国 ( ドイツなど ) でも体験した。
彼らは原発事故の影響を良く知っており，予定どお
りの会議実施は多くの欠席者を産むと予想された。
そのため，2011 年 5 月の会議開催は断念せざるを
得なかった。当会議と同時期に予定された会議に
は，中止あるいは海外へ開催場所を移したものも多
い。しかし，ここまで準備した会議を日本で実施
したいという気持ちが，組織委員の多くにあった。
それに，次の要因も加わった。東日本大震災が起
きた時には，参加費のかなりが支払われ，そのう
ち 80 件が銀行送金であった。特に海外からの参加
費は，送金時に多額の手数料を差し引かれ，返金に
も 1 件 7,000 円の手数料を要する。そのため会議
を中止すると，会議準備に要した経費に加え，送金・
返金手数料 50 万円の赤字増が見込まれた。経済基
盤を持たないボランティア組織委員会には，このよ

うな経済的制約のため，会議延期以外の選択肢は
なかった。
　本会議では，一般参加者 201 名，学生 15 名，
同伴者 13 名で，一般参加者の割合が多くなった。
これに対して，参加登録したが会議を欠席した人
の数は，一般 27 名，学生 9 名，同伴者 11 名であっ
た。卒業が学生の不参加理由で，会議延期には学
生の発表機会を奪った点で，問題があった。同伴
者の多くは，原発事故の悪影響を懸念したためと
思っている。このようにして，学生と同伴者の数は，
会議延期の結果半減した。学生と同伴者の不参加
数合計 20 名に比べて，一般参加者の取消は 27 名
であった。これは一般登録者 228 名の 12%で，原
発事故が無くても予想される取消数である。会議
延期で不参加となった人はいたが，会議延期が一
般参加者数に与えた影響は僅かである。2011 年
3 月末の会議延期から，次年度の会議開催までに
約 30 件の発表が取消され，27 件の新たな発表が
申込まれ，156 件の発表となった。このことから，
会議延期は発表論文数にも悪影響を及ぼさなかっ
たと言える。
　当会議に対する最大の資金援助は日本学術振興
会からのものであが，2011 年度に比べて 2012 年
度は 20％増額された。原発事故でキャンセルされ
た会議の再誘致を目的として，自治体等も新たな
助成制度を始めた。これらの助成制度からの支援
も加わり，外部からの資金援助は，2011 年に比
べて 50％の増額となった。会議延期で経費は増え
たが，収入も増し，会議延期は負の経済的影響を
及ぼさなかった。
　海外からの参加者には，日本での会議に参加し
て，日本を支えたいという気持ちが働いたと思う。
国内でも，国際会議開催を経済的に支援しようと
いう動きが強まった。これらの結果，1 年の会議
延期後には，幸いにも原発事故の悪影響は小さな
ものとなった。7 月 22 日の新聞にも，6 月の来日
旅行者数が，東日本大震災以後初めて，過去の記
録を上回ったと記されていた。一部かもしれない
が，東日本大震災からの復興を感じている。

    東日本大震災と国際会議
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クリープ国際会議（Creep 2012）報告
九州工業大学大学院工学研究院　特任教授　増山 不二光

　1.　はじめに
　伝統あるクリープ国際会議の
第 12 回目（Creep 2012）が平
成 24 年 5 月 27-31 日、京都に
おいて、日本で初めて開催され
た。一方で、独立行政法人新エ
ネルギー・産業技術総合開発機
構（NEDO）のプロジェクト研
究「鉄鋼材料の革新的高強度・
高機能化基盤研究開発」（平成
23 年度までの 5 年間）が終了
したばかりであり、この会議は、
プロジェクト研究高温クリープ
ＳＧの研究成果を国際的に発信
する絶好の機会でもあった。研
究成果のいくつかが講演発表さ
れ、大きな関心と反響があった

ので、国際会議の概要とともに
報告する。

２．会議の概要
　会議案内の表紙を図１に示
す。このクリープ国際会議は、
当初、平成 23 年 5 月 22-27 日
に開催予定であったが、直前に
3.11 大震災と原発事故が発生
し、1 年延期して開催された。
海外からの参加者への影響が心
配されたが、過去最高の 229 名
の参加者と 5 件の基調講演およ
び 151 件の一般講演発表（内
23 件が招待講演）があった。
基調講演は、日本、ドイツ、イ
ギリス、アメリカ、韓国から各

　図１　クリープ国際会議案内表紙

1 件、そして一般講演は、日本
から 50 件、欧州から 73 件（ド
イツ 26、イギリス 6、フラン
ス 11、チェコ 8、ロシア 6、イ
タリア 4、スペイン 2、その他
10）、北米から 6 件（アメリカ
5、カナダ 1）、日本を除くアジ
アから 21 件（中国 8、韓国 3、
インド 6、その他 4）、オースト
ラリア 1 件、であった。表１に
会議プログラムの全体構成を示
す。内容は、クリープ変形、ク
リープ・疲労、破壊、モデリン
グ、寿命評価、試験法等、材料
別では、鉄鋼、超合金、アルミ
ニウム、マグネシウム、銅、セ
ラミックス等の多岐にわたるも

　　　　　　　図２　基調講演後の会場での集合写真

　図３　基調講演（五十嵐正晃氏） 　　図４　基調講演を聴く参加者
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　　　　　　　　　　　　　　　　　表１　会議プログラム全体構成
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のであった。図２は基調講演後
に会場で撮影された参加者の集
合写真である。基調講演では、
高温材料の将来方向やクリープ
基礎研究の方向を示唆する報告
があり、また、実用材料の寿命
評価技術の最前線についての展
望や研究成果が報告された。さ
らに、高温クリープＳＧの研究
内容と深く関係する、我が国
の A-USC (Advanced Ultra super 
critical) プラント用耐熱材料の
研究開発状況について五十嵐正
晃 氏（ 住 友 金 属 工 業（ 株 ） 技
監）から詳細な報告があり、出
席者から多大な関心が寄せられ
た（図３および図４）。基調講
演の後は、表１に示した４つの
セッション会場に分かれて講演
発表があり、各セッションで最
新の研究成果の報告と活発な質
疑応答があった（図５）。また、
会議の合間にはあちらこちらで
コーヒーカップ片手に熱心に議
論し、歓談している参加者の様
子が見られた。

　会議は、期間中、学生他の会
場係によって順調に運営され、
最終日午前中には全ての講演を
終了した。そして、午後は晴天
の下、３つのコースに分かれて
京都観光のバスツアーに出掛け
た。趣向を凝らした３つのコー
スは、海外の参加者にも好評で、
道中、なごやかに歓談しながら
交流を深めるとともに、古都京
都を存分に楽しんだ。バスツ
アーを終えた参加者は、その足
で、京都駅直結の Hotel Granvia 
Kyoto に移動、会議最後のイベ
ントであるバンケットの席につ
いた。本会議の議長、丸山公一

氏（東北大教授）他の挨拶（図６）
の後、一同、京料理と舞いと参
加者同士の会話を楽しみ、また、
会場を巡回する舞妓さん、芸妓
さんを間近に見て貴重な記念写
真を撮りながら（図７および図
８）、クリープ研究の世界の仲間
達は次の再会を約していた。

３．NEDO プロジェクト関連研
究の講演発表と反響
　会議は４つのセッション会場
に分かれており、高温クリープ
ＳＧ関係の講演全てを筆者一人
で聴取することはできなかっ
た。そのために、講演者がまと

図５　セッション会場の講演状況 　図６　バンケット会場の様子と
　挨拶中の丸山公一議長
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図７　バンケット会場での舞の舞台

めた NEDO プロジェクト関連研
究の講演内容と反響の要約を以
下に述べる。

(1) ”Creep damage detection 
in refractory ferritic steels 
by  pos i t ron  ann ih i l a t ion 
spectroscopy” by K. Inoue, M. 
Nakai, M. Igarashi and Y. Shirai

（京都大学）
　陽電子消滅法を用いたフェラ
イト系耐熱鋼のクリープ余寿命
予測について報告したところ、
陽電子消滅法によってクリープ
劣化が検出可能であること、ま
た、早期に高精度で寿命予測が
可能であることに、参加者は驚
き、発表後の反応も極めて好評
だった。陽電子消滅法では非破
壊的に実プラントでの測定が可
能であることに関心が持たれ、
開発中のポータブル測定装置に
ついてはいつ購入できるかなど
の質問を受けるなど、大きな反
響があった。

(2) ”Creep behavior at ultra-
low strain rate in 9 % Cr steel 
studied by helical spring test” 
by S. Yamasaki, M. Mitsuhara, 
K .  Ikeda ,  S .  Hata ,  and  H . 
Nakashima（九州大学）
　フェライト系耐熱鋼の極低ひ
ずみ速度領域のクリープ変形

（ひずみ－時間曲線）をコイルば
ね形状試験片で正確に測定した
結果をもとに検討した極低ひず
み速度域のクリープ機構および
本試験法におけるひずみ分解能
について基礎的な関心がもたれ
た。このことから、プロジェク
ト研究における基盤的研究成果

は、今後、この分野の研究推進
に大いに貢献するものと考えら
れる。

(3) ”Observation of micro-
structures with creep damages 
in Ni-based model alloy” by M. 
Yonemura, T. Hamaguchi, H. 
Samba and M. Igarashi（ 住 友
金属工業（株））
　プロジェクト研究で実施した
Ni 基合金の開発に関連し、ク
リープ中の詳細な組織変化の
解析結果について報告したとこ
ろ、従来は、今回の発表のよう
な基礎的な組織解析が十分に行
われてきていなかったためか、
クリープ損傷に直結する組織変
化が何であるかなど、実用材料
の高強度化やクリープ劣化の評
価の基盤になる研究成果に対し
て高い関心が寄せられた。プロ
ジェクト研究によって得られた
ボイラ用 Ni 基合金に関する知
見は、A-USC プラント材料の開
発と最適化に貢献するものと考
えられる。

(4) ”Microstructural evolution 
and creep deformation in Ni-
based alloys” by T. Hamaguchi, 
M. Yonemura, H. Samba and M. 
Igarashi（住友金属工業（株））

　(3) と同様にプロジェクト研
究で実施した Ni 基合金の開発に
おける、強化因子（Mo 固溶強化、
γ ’ 析出強化、炭化物析出強化）
とクリープ特性の関係について
の金属組織学的研究成果の報告
であり、粒内強化と粒界強化の
制御の重要性を提案した。この
ような研究の重要性について支
持する意見が寄せられた。

(5) ”Creep damage/strain and 
hardness in high-strength 
m a r t e n s i t i c  s t e e l s”  b y  F. 
Masuyama and M. Prager

（九州工業大学）
　プロジェクト研究で実施した
硬さモデルによるフェライト系
耐熱鋼の寿命評価はクリープ軟
化に関する新知見に基づくもの
であり、異なるヒートおよび鋼
種でもモデルが成立すること、
また、クリープ軟化はクリープ
ひずみ解析結果とよく一致する
ことを報告したところ、その
実用性について高い関心がもた
れ、溶接部への適用性等、実用
化を期待する反響があった。

（謝辞：写真は、Creep2012 の事務

局から提供していただきました。こ

こに、明記して、謝意を表します。）

 	  

　図８　舞妓さんと一緒に記念写真
　　          


